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ま え が き

石炭直接液化技術は， 石炭と溶剤の混合スラリ

ーを反応塔に導き， 高温・高圧下で水素を賦与さ

せて低分子化し，次に蒸留してLPG,ナフサ（ガ

ソリンの原料）， 低いおう燃料油（ガスクービン

やボイラの燃料）などを製造するものである。豊

富な石炭資源を背景として， この液化技術は将来

の石油代替燃料を調達する 有力な手段と期待さ

その研究開発が内外で推進されている。

このうち， ェ クソンを開発主体とするEDS法

は， 水素供与を高めた溶剤を循環使用することを

プロセス上の大きな特徴としており， 歴青炭から

低品位の褐炭に至る幅広い炭種に適用することが

期待されている。

石炭液化の基本は， 水素化反応， 蒸留， 残演処

理などの点で石油製精技術との類似性が高いので

これをベースとするが， 石炭スラリーを取扱うの

で機器類の摩耗， 閉塞などエンジニアリング面の

技術的リスクが大きく， また複雑な反応を伴うの

で液化条件を確立するための多くの基礎研究およ

びパイロット研究を積重ねることが必要となる。

このため， これの研究開発には長期間にわたる

試験研究と多額の研究費が必要である。EDS法

の研究開発計画に要する研究費は約4.5億ドルと

見込まれ， 日， 米， 西独に加えて最近参加したイ

クリーを含め国際的プロジェクトとして推進され

ている。これの日本側窓口法人として， 日本石炭

液化技術開発碗(J CLD)が昭和53年5月に設

立され， 当社は東京電力， 関西電力など12社とと

もに参画している。

れ，

EDS法研究開発計國の概賽

この研究開発計画は， ①石炭処理量250トン／日

の大型パイロットプラントによる各種石炭の液化

試験， ®25kg／日および 1 トン1日の小型研究設備

による液 化 条 件の検 討， ⑥液化物の品質， 貯蔵

性， 燃焼性， 安全性などの検討， ④将来の商業フ
゜

2

ラントの概念設計， ®液化残濱の処理プロセスの

開発試験， などから構成される。これの開発スケ

ジュ ー ルは第1図に示すように， 1983年までには

大部分の検討が終了する予定である。

3 研究の実篇状況

大型パイロットプラントの運転状況

パイロットプラントはテキサス州ベイクウンに

昨年3月完成した。その後予備的運転を経て昨

年 6月に壺青炭（イリノイNo.6モンクレー炭）を

装入し， ならし運転が開始された。試験開始当初

スラリー熱交換器の詰り，

パッキングからの洩れ， 減圧蒸留塔加熱炉の配管

部の摩耗などが生じたが， 修理， 改造が行われ，

現在順調に運転されている。

今後は第2石炭として亜歴青炭， 第3石炭とし

て褐炭（計画中）の液化試験が順次実施される予

定である。

(2) 小型研究設備による液化条件の検討

石炭の液化収率および液化物の製品分布は， 石

炭／溶剤の比率， 循環溶剤の水素化度， 液化反応

塔の温度， 圧力， 滞留時間， 液化残澄を液化部へ

再循環することの有無， 石炭の種類などにより変
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